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１．はじめに  

 飛来塩分量を計測する方法として，いわゆ

る土研式と呼ばれるステンレス板を利用し

た方法 1)のほかにモルタル円盤やモルタル

薄板を用いる方法 2),3)が利用されている。そ

れらの方法で計測された塩分量は，コンクリ

ート構造物の表面に付着する塩分量の設計

用値を導出すること 4)などに広く活用され

ている。一方，著者らは既往の研究 4)で，モ

ルタル板の大体としてゼオライト粉末を不織布

などに織り込んだ吸着材を飛来塩分計測などに

利用できないかについて検討を進めている。本稿

では，既往の実験 4)よりも，比較的長期に渡って

塩分浸透のための室内実験を行った結果について

報告する。 

２．使用材料 

 本実験では，図-1 に示したようなゼオライト吸着

材を用いて飛来塩分の捕集に関する室内模擬実験

を行った。この吸着材は不織布にゼオライトの粉末

を含ませたものである。厚さは 1mm 以下であり，軽

量であるので，場所の制約を受けずに塩分捕集を実

現できる。本実験では，3 種類のゼオライト吸着シートを用いた。シート(1)は，

ゼオライドの含有率が 40%で水分を吸収しない疎水性である。シート(2)は，シー

ト(1)と同じゼオライドの含有率だが，水分を吸収する親水性である。シート(3)

は，ゼオライドの含有率が 70%で親水性である。実験で用いた吸着シートの寸法

は縦 77mm×横 77mm である。比較のため，縦 30mm×横 40mm×厚さ 5mm のモルタル

板(図-2)についても吸着シートと同様の模擬実験に供した。モルタルの配合を表

-1 に示す。 

３．実験概要  

 飛来塩分環境を模擬するため，図-3 に示したようにエアレーションにより発生

させた 3%塩化ナトリウム水溶液の飛沫を送風（風量 9.2m3/min）により吸着材料

の方向に送る実験を行った。図-4 に示すように吸着材料は，2種類づつ上下に同

じ吸着材料を設置した。塩化ナトリウム水溶液は 8時間にわたり飛散させた。その後，塩分を浸透させるため 
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表-1 モルタル板の配合

図-3 飛来塩分を模擬した実験
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図-4 吸着材料の設置方法

土木学会第70回年次学術講演会(平成27年9月)

 

-133-

Ⅴ-067

 



に空気中で

試料を 16 時

間乾燥させ

た。よって，

1サイクル完

了するには，

1日間を要す

る。本実験で

は以上のサ

イクルを 5・

10・20 サイ

クルに分けてそれぞれ行った。各サイクル終了後，

吸着シートとモルタル板に対してJIS A1154の温

水抽出による方法で全塩分量を測定した。 

４．実験結果 

 図-5 に 5 サイクル，ならびに 20 サイクル終了

時における塩分浸透量の比較を示す。図では，上

下の設置場所を区別している。この図より，5サ

イクルでは上下の設置場所で塩分浸透量に大き

な差が見られないが，20 サイクルでは，浸透量

に大きな差が生じている。実際の飛来塩分環境で

も同様な事象が生じていると考えられるため，こ

の実験のように飛来塩分を測定する場合には，測

定場所によるバラつきを考慮する必要があると

考えられる。図-6 は，上下で平均した塩分浸透

量とサイクル数との関係を示したものである。この図よりモルタル板では，10 サイクル以降で塩分浸透量が

飽和していることが窺える。比較的小型で薄型の材料で飛来塩分などを計測する場合には，このような浸透特

性を理解して使用する必要がある。  

 本研究では，ゼオライト吸着シートの塩分浸透量を塩素イオン計測で評価している。ところが，ゼオライト

は陽イオン交換の吸着特性を持っている。今後は，ゼオライト吸着シートにおいても塩素イオンと同様なナト

リウムイオン計測を行うことを予定している。それにより，的確な塩分浸透量の評価に関して検討を進める。 
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図-5 5サイクル，ならびに20サイクル終了時における塩分浸透量の比較
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図-6 上下で平均した塩分浸透量とサイクル数との関係
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